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「高知の授業の未来を創る」推進プロジェクト いつでも、どこでも、だれでも 学べる場へ！

協議の視点①
○付けたい力が育成でき
る単元構想になってい
るか。さらに効果的な
展開の工夫は？

授業を見る視点①
○生徒が理科の見方・考え方（凸レンズが１枚の時と２枚の時の光の進み方に着目し、光の進み方を比較する）を働かせ、

資質・能力（粘り強く考え、既習事項を活用し、説明しようとする）を身につけることができる授業構成となっていたか。

・粘り強く、子供主体の授業ができていた。肯定的な評価をすることで子供たちは最後まで課題に取り組むことができていた。

・振り返りの際、ポイントを示したり、生徒の中に新たな疑問を呼び起こさせたりするなどの工夫が見られ、どの生徒も最後

まで表現しようとしていた。

・生徒同士の意見交流や作図を比較して考えを深めるなどの工夫があったら良かったのでは

ないか。

「生徒に付けたい力」を意識して単元課題や授業

の進め方などを考えることができました。また、授

業で生徒が働かせる見方・考え方についても実際に

授業をすることで意識し、生徒が活用できるように

する手立てを学ぶことができました。小倉調査官の

お話から、自分事として捉えられる課題の設定や共

有の仕方、主体的に学習に取り組む態度を評価する

ために必要な振り返りの視点などについても学ぶこ

とができました。今回授業づくり講座で授業をし、

協議をしていただくことで本当に様々な学びがあり

ました。また機会があれば、ぜひ授業を見ていただ

き、授業実践力を磨いていきたいです。

～今日の講座の学び～

・本時で働かせる見方・考え方をしっかりと設定し、それを働かせるような授業
構成の中で生徒の資質・能力を育成する内容にすることが大切である。
・単元を貫く課題を設定し、初めに掲示することで、見通しと目的意識を持って
毎時間の授業に取り組むことができる。

・単元の中で、「主体的に学習に取り組む態度」をどう見取るのか。またどのよ
うな課題設定をすることが効果的なのか勉強することができた。
～講座を受けて自分の授業で取り入れていること～

・理科の見方・考え方を意識した授業づくりを行っている。
・単元ゴールの設定は、一つ一つの授業で養った力で解決できるものにすること
を意識している。

理科では拠点校である鏡野中学校から単元末の探究課題を提案し、参会者のみなさんと理科の授業づくりについて多くの学びを共有しました。

小倉調査官からの

指導・助言

・目標と評価規準の整合性を図ること。

・課題設定については、その事象の要因に

なっているものを取り入れることで、生

徒の思考が見通しの持てるものにする

とよい。

・振り返りの視点を明示し、各自の振り返

りを共有する場面を設定すること。

授業研究会に向けて
改善したこと

・小単元の課題の変更。

・本時で働かせる見方・考え方の変

更。

・評価規準を「主体的に学習に取り

組む態度」を見取れるものに変更。

・課題については、生徒が解決の見通

しをもてる課題の設定にする。

見方・考え方を働か

せている姿を具体

的にイメージする。

小学校からの学びの

系統性を意識する。

身に付けさせたい資質・能

力を明確に示す。

授業づくり講座を通して、見方・考え方を意識した単元構想の仕方や授業計画の作り方、日常生活の事象と関連付けた授業づくりに取り組めた。今後は、生徒が知りたい、

考えたいと思うような課題設定の工夫や生徒自身が課題解決までの見通しがもてるような手立てについて研究していきたい。

単元終了時に、目指す生徒

の姿を記載する(ゴールイ

メージを明確にする)。

◎本時の目標
老眼鏡を使うことで、近く
の物にピントが合う仕組み
について、レンズを通る光
の進み方と像のできる位置
とを関係付けながら説明す
ることができる。
◎本時で働かせる理科の
見方・考え方

老眼鏡を使うことで、像の
位置を調節できることに着
目し、凸レンズと凹レンズ
の光の進み方を比較しなが
ら、老眼鏡のレンズにはど
ちらが使われているか考え
る。

本時についての提案

単元構想の一部

・付けたい力は明確であ

るが時数設定が難しい

のではないか。

・単元を貫く課題を生活

とつながる内容しては

どうか。

・凸レンズの厚みによる

焦点距離の違いや屈折

の違いを前時にやって

おく必要はないか。

協議の視点②
○生徒に働かせたい見方・考え方が明確
になっているか。生徒が必然性をもって
見方・考え方を働かせるようになるため
の効果的な指導の工夫は？

協議の視点③
○本時について、さらに
効果的な指導の工夫は？

・身近なものを題材にして

いるので生徒にとって必

然性があるものになって

いる。

・光の進み方について作図

で確認しただけでは、難

しい生徒もいるのではな

いか。

・生徒が思考している状況

を見て、ヒントカードを

渡すタイミングを図るこ

と。

・見方・考え方を働かせるために光学台

と目の関係を確認する必要がある。

・生徒が老眼鏡の課題設定に必然性を見

いだすことができるか。課題意識を持

てるような手立てが必要ではないか。

・自分の体の中には凸レンズがあること

や物を見る仕組みを少し詳しく説明す

る必要があるのではないか。

授業を見る視点②
○深い学びを実現するために、子供が主体的に活動に対して見通しをもち、

課題解決することができるような授業構成となっていたか。

・既習事項の確認や目のモデルと光学台の関係を丁寧に説明したので、子供たち

は、屈折の回数に着目して考えることができていた。

・比較させるためには、図を並べて提示するなど板書の工夫があったらよかった。

・考察で説明したことと作図を関連させて、作図を改善させたらよかった。

授業研究会 11 月 20日

単元名 「光の性質」第一学年
【目指す生徒の姿】
光の進み方や凸レンズの働きについての規則性を理解し、身の回りの物理現象と関連付
けてとらえ、その仕組みについて考えようとする。
【小単元の課題】 老眼鏡を使うと物がはっきり見えるのはなぜだろう

【提案授業】
竹﨑 愛子 教諭

【講師】文部科学省学力調査官
小倉 恭彦 先生

・指導者が設定する目標によって学びの深さが変わる例として「自

己調整を促し、形成的評価を意識した指導」の場合と「作業を正

確に行わせることを重点に置いた指導」の場合では、考察の深さ

に違いが出てくる。

・単元末に試行錯誤ができる科学的な探究を設定した例として光

合成を取り上げ、短時間で測定が可能な実験の紹介。

・「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、どう見取る

か、どう分析するかを準備しておくことが大切である。


